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統
一
地
方
選
で
行
わ
れ
る
檜
原
村
長
選
（
４
月
18
日
告
示
、同
23
日
投
開
票
）

に
、
元
村
総
務
課
長
の
吉
本
昂
二
氏
（
70
）
が
１
月
27
日
、
同
村
人へ
ん
ぼ
り里
地
区

の
産
業
廃
棄
物
焼
却
場
建
設
計
画
を
阻
止
す
る
と
し
て
無
所
属
で
立
候
補
を
表

明
し
た
。
現
職
の
坂
本
義
次
氏
（
78
）
も
６
選
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
と

い
う
。
選
挙
戦
と
な
れ
ば
８
年
ぶ
り
、
地
域
に
根
差
す
地
元
出
身
同
士
の
対
決

は
坂
本
氏
が
初
当
選
し
た
２
０
０
３
年
以
来
20
年
ぶ
り
に
な
る
。

坂
本
氏  

6
選
目
指
し
準
備

　
「
自
然
豊
か
な
檜
原
村

に
産
廃
施
設
は
い
ら
な

い
」
と
訴
え
る
「
檜
原
村

の
産
廃
施
設
に
反
対
す
る

連
絡
協
議
会
」
会
長
を
任

さ
れ
、
人
里
地
区
に
住
む

吉
本
氏
は
記
者
会
見
で
、

「
村
と
し
て
明
確
に
建
設

に
反
対
す
る
た
め
」
と
立

候
補
の
動
機
を
語
っ
た
。

　

産
廃
施
設
は
比
留
間
運

送
（
本
社
・
武
蔵
村
山
市
）

が
計
画
。
高
さ
45
㍍
の
煙

突
な
ど
を
備
え
、
24
時
間

稼
働
１
日
96
㌧
、
年
間
最

大
３
万
５
０
０
０
㌧
の
汚

泥
や
廃
油
な
ど
の
産
廃
を

焼
却
す
る
。
現
在
、
事
業

者
か
ら
廃
棄
物
処
理
法
に

基
づ
く
設
置
認
可
申
請
が

都
に
提
出
さ
れ
、
審
査
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
建
設
予
定
地
周

辺
に
つ
い
て
は
、
都
議
会

や
専
門
家
か
ら
も
「
地
滑

り
や
崩
壊
、
土
石
流
の
危

険
が
あ
る
」
な
ど
の
指
摘

が
出
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
受

け
、
村
議
会
は
反
対
を
全

会
一
致
で
議
決
。
坂
本
村

長
も
「
村
は
建
設
を
望
ま

な
い
」
と
反
対
の
考
え
を

示
し
た
が
、
反
対
住
民
派

は
「
明
確
さ
に
欠
け
る
」

と
不
満
を
漏
ら
し
て
い

る
。

　

吉
本
氏
の
立
候
補
は
坂

本
氏
に
と
っ
て
想
定
外
。

選
挙
戦
で
は
建
設
を
断
固

阻
止
す
る
と
い
う
吉
本
氏

に
坂
本
氏
が
ど
う
対
応
す

る
か
が
注
目
さ
れ
る
。
都

を
は
じ
め
多
方
面
に
パ
イ

プ
を
持
つ
の
が
坂
本
氏
の

強
み
だ
が
、
産
廃
施
設
に

関
し
て
は
逆
に
足
か
せ
に

働
く
可
能
性
も
な
く
は
な

い
。

　

定
住
促
進
住
宅
建
設
に

よ
る
子
育
て
世
代
の
増

加
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
、「
ひ
の
は
ら
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
」
や
木
の
お
も

ち
ゃ
美
術
館
の
整
備
な

ど
、
周
囲
が
認
め
る
５
期

20
年
の
実
績
を
前
面
に
訴

え
て
い
く
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
。

　

地
元
出
身
同
士
の
対
決

と
な
れ
ば
、
支
持
者
も
力

が
入
る
。
同
村
長
選
は
長

く
北
部
と
南
部
で
争
わ
れ

て
き
た
ケ
ー
ス
が
多
く
、

村
を
二
分
す
る
激
し
い
選

挙
か
ら
南
北
戦
争
と
言
わ

れ
て
い
た
。
20
年
前
の
選

挙
も
、
坂
本
氏
と
高
橋
亨

氏
が
激
し
い
選
挙
戦
を
展

開
。
１
７
０
票
差
で
坂
本

氏
が
初
当
選
を
果
た
し

た
。

　

開
票
の
際
に
見
守
っ
た

新
聞
各
社
が
、
当
選
確
実

が
出
る
前
に
高
橋
氏
の
勝

利
を
確
信
し
、
高
橋
事
務

所
に
集
ま
り
周
辺
首
長
ら

と
万
歳
を
し
て
し
ま
う
事

件
も
起
こ
っ
た
。

　

吉
本
氏
は
檜
原
村
役
場

に
40
年
余
り
勤
務
。
福
祉

健
康
課
長
、
総
務
課
長
な

ど
務
め
た
。

　

※
記
事
は
2
月
3
日
時

点
の
も
の
。

元村課長  吉本氏が立候補
「村として産廃施設阻止」を掲げる

　

羽
村
市
川
崎
の
宗
禅
寺

で
１
月
28
日
、
土
曜
講
座

が
開
か
れ
、
ソ
ニ
ー
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
所
属
の
民
謡
歌

手
で
、
羽
村
市
で
民
謡
の

伊
庭
会
を
主
宰
す
る
伊
庭

末
雄
さ
ん
が
「
民
謡
ひ
と

す
じ
」
の
人
生
を
語
り
、

伊
庭
さ
ん
が
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
で
取
り
組
む
多
摩
地
域

の
民
謡
か
ら
「
檜
原
萱
刈

り
唄
」な
ど
を
披
露
し
た
。

20
人
余
り
が
傾
聴
し
た
。

　

伊
庭
さ
ん
は
自
己
紹
介

を
兼
ね
て
故
郷
か
ら
語
り

始
め
た
。
生
ま
れ
は
福
島

県
郡
山
市
田
村
町
田
母

神
。歌
の
好
き
な
少
年
で
、

風
呂
に
入
る
と
大
き
な
声

で
三
橋
美
智
也
の
曲
な
ど

を
歌
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
、
三

鷹
市
に
あ
る
日
本
無
線
に

就
職
。
川
越
工
場
で
入
社

式
が
あ
り
、
帰
路
の
バ
ス

の
中
で
順
番
に
歌
を
披
露

す
る
中
、
宮
城
県
出
身
の

女
性
が
歌
っ

た
「
さ
ん
さ
時

雨
」
が
や
け
に

耳
に
残
っ
た
。

「
さ
ん
さ
時
雨
」

が
収
録
さ
れ
て

い
る
民
謡
の
Ｌ

Ｐ
盤
を
買
い
求

め
、
聞
い
て
み

る
と
、
い
い
歌

が
い
っ
ぱ
い
あ

っ
た
。

　
「
い
い
声
を

し
て
い
る
な
」

と
会
社
の
民
謡

同
好
会
に
誘
わ

れ
て
入
会
。
発
表
会
に
出

る
と
歌
の
上
手
い
人
ば
か

り
。上
手
に
な
り
と
思
い
、

毎
日
昼
休
み
に
練
習
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
会
に
も
出
た
。
最
初

は
歯
が
立
た
な
か
っ
た

が
、次
第
に
上
位
に
な
り
、

如是我聞
宗禅寺土曜講座聴聞記⑧

わ
が
民
謡
人
生
に
悔
い
な
し

　
　
羽
村
市

　
伊
庭
末
雄
さ
ん
（
ソ
ニ
ー
）

優
勝
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
突
然
人
生
を
変
え
る

出
来
事
が
起
き
る
。
ソ
ニ

ー
レ
コ
ー
ド
か
ら
「
専
属

歌
手
に
な
ら
な
い
か
」
と

の
ス
カ
ウ
ト
だ
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
週
刊
平
凡
の

１
０
０
０
号
記
念
で
、
ソ

ニ
ー
レ
コ
ー
ド
の
所
属
歌

手
が
そ
ろ
っ
た
ポ
ス
タ
ー

が
制
作
さ
れ
た
。
山
口
百

恵
、
郷
ひ
ろ
み
、
キ
ャ
ン

多摩の民謡発掘に取り組む

民
謡
を
１
日
で
覚
え
さ
せ

ら
れ
歌
わ
さ
れ
る
こ
と
も

よ
く
あ
っ
た
。

　

就
職
し
て
状
況
し
た
当

時
は
福
生
市
の
加
美
平
団

地
に
住
ん
で
い
た
。
子
ど

も
が
で
き
、
手
狭
に
な
っ

た
こ
と
で
羽
村
市
に
一
戸

建
て
を
求
め
、
移
り
住
み

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

デ
ィ
ー
ズ
、
東
京
ロ
マ
ン

チ
カ
な
ど
の
ア
イ
ド
ル
、

ス
タ
ー
に
混
じ
っ
て
伊
庭

さ
ん
も
写
っ
て
い
る
。
撮

影
者
は
篠
山
紀
信
。
今
も

宝
物
だ
と
い
う
。　

　

歌
手
活
動
は
順
調
だ
っ

た
。
民
謡
14
曲
を
吹
き
込

ん
だ
Ｌ
Ｐ
盤
が
大
い
に
売

れ
た
。第
２
弾
も
続
い
た
。

忙
し
く
な
っ
て
歌
手
活
動

に
専
念
す
る
た
め
日
本
無

線
は
26
歳
の
時
に
退
職
し

た
。

　

フ
ジ
テ
レ
ビ
が
平
日
の

昼
の
時
間
帯
に
放
映
し
た

民
謡
番
組
に
も
よ
く
出
演

し
た
。
地
方
の
知
ら
な
い

「檜原萱刈り唄」などを披露する
伊庭さん（中央）。変わらぬ美声
を講堂に響かせた

　
「
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
で
一

生
過
ご
す
つ

も
り
だ
っ
た

が
、
た
ま
た

ま
歌
手
に
な

っ
た
。
多
く

の
テ
レ
ビ
番

組
に
出
演
さ

せ
て
も
ら

い
、
歌
手
と

し
て
い
い
思

い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と

思
っ
て
い
る
」
と
振
り
返

っ
た
。

　

民
謡
の
伊
庭
会
の
会
主

を
務
め
、
民
謡
の
普
及
と

後
進
の
育
成
に
努
め
て
も

き
た
。
毎
年
１
回
地
元

羽
村
市
で
開
催
さ
れ
る

伊
庭
会
民
謡
発
表
会
は

２
０
１
９
年
ま
で
で
44
回

を
数
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
、
活
動
は
自
粛
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、

昨
年
10
月
に
は
芸
能
福
島

県
人
会
の
設
立
40
周
年
記

念
ふ
る
さ
と
特
別
公
演
に

出
演
。
民
謡
の
原
田
直
之

さ
ん
、
歌
謡
曲
の
北
川
裕

二
さ
ん
ら
と
舞
台
を
飾
っ

た
。

　

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

き
た
の
が
、
時
代
の
流
れ

の
中
で
一
般
に
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

た
多
摩
の
民
謡
の
掘
り
起

こ
し
。
歌
い
継
い
で
き
た

人
を
探
し
、
楽
譜
を
起
こ

し
、
編
曲
を
し
て
復
活
さ

せ
た
。「
羽
村
甚
句
」「
青

梅
機
織
唄
」「
多
摩
臼
挽

唄
」「
檜
原
萱
刈
り
唄
」「
多

摩
棒
打
ち
唄
」
な
ど
に
命

を
与
え
て
き
た
。

　

話
の
後
は
伊
庭
会
の
会

員
ら
と
多
摩
の
民
謡
を
披

露
。
変
わ
ら
ぬ
美
声
を
講

堂
に
響
か
せ
た
。

※
「
如
是
我
聞
」
で
は
土

曜
講
座
を
連
載
で
レ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
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